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［５］品 質 管 理 

１ 目的及び品質管理基準 

  「土木工事の施工管理基準及び規格値」４．品質管理を参照すること。 

 

２ 品質管理上の留意点 

（１）計 画 

１）品質管理資料として、主に作成する書類は以下のとおりである。 

① 品質管理総括表 

② 測定結果一覧表 

③ 品質管理図表 

④ 度数表・ヒストグラム、Ｘ-Ｒ、Ｘ-Ｒs-Ｒｍ（測定数が 8 点未満は提出不要） 

２）着工に先立ち、「土木工事の施工管理基準及び規格値」等関係規定及び契約図書に基づき、

試験又は測定項目、試験頻度、試験回数、規格値等を記入した品質管理計画表を作成する。 

３）試験及び測定項目の決定にあたっては、「必須」「その他」の試験区分、特別な場合の適用 

除外工事等が規定されているので、留意の上計画する。 

４）試験又は測定以外に、材料及び二次製品については品質証明書、カタログ、見本、試験成 

績表等の提出又は承諾が必要であるので、共通、特記仕様書を熟読のうえ対処する。 

５）「道路土工の各種指針」「コンクリート標準示方書」等の関係規定を把握して計画、実施に 

反映させる。 

（２）管 理 

管理計画に基づき作業標準を定め、試験又は測定を行い直ちに試験成績表、工程能力図、品質

管理図表(ヒストグラム、Ｘ-Ｒ、Ｘ-Ｒs-Ｒｍ管理図)を作成する。異常がある場合にはその原因

の究明と対策を講ずる。  

 

３ 品 質 管 理 技 法 

我々が今作っている構築物が満足なものであり、今後もこの満足な状態が維持されるためには、

一般に次の二つの条件を満足する必要がある。 

（イ）工程が安定していること・・・・・管理図で調べる。 

（ロ）規格を満足すること・・・・・・・ヒストグラムで調べる。 

この二つの条件は、各々独立であって安定していても規格外のものが出来たり、規格は満足する 

が、工程が安定でないことも起り得る。 

 

３－１ 管 理 図 

品質管理を行うとき得られたデータ(品質特性値)を図一 1 のような上下の枠をもつグラフに 

プロットする。 

この上・下の枠をもつグラフを管理図と云う。上の線を上方管理限界、下の線を下方管理限界と

云う。 
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［作成例］品質管理総括表 

 

 

 

測 定 者

計 画 実 施 最 大 値 最 小 値 平 均 値

土 の 締 固 め
試 験

最 大 乾 燥
密 度

当 初 及 び 土 質

の 変 化 し た 時
1 1 － － － 2.106

〃 最 適 含 水 比 〃 1 1 － － － 9.3

〃 1 1 12以上 － － 13.4

現 場 密 度 の
測 定

現 場 密 度
500ｍ

3
に

つき1回
5 5 － 1.993 1.936 1.969

〃 含 水 比 〃 5 5 － 4.7 5.2 4.88

〃 締 固 め 度 〃 5 5 90%以上 94.6 91.9 93.6

締 固 め 試 験
最 大 乾 燥
密 度

施 工 前 及 び

材 料 の 変 更 時
1 1 － － － 2.223

〃 最 適 含 水 比 〃 1 1 － － － 5.6

〃 1 1 20%以上 － － 50.5

〃 1 1
塑性指数
PI:6以下

－ － NP

〃 1 1 － － － － 別紙

現 場 密 度 の
測 定

現 場 密 度
1,000㎡につき

1個
6 6 － 2.178 2.118 2.146

〃 含 水 比
随時(異常が認め

られたとき)
6 6 － 5.0 4.3 4.6

〃 締 固 め 度
1,000㎡につき
1個

6 6

γdmaxの

93%以上

X1095%以上

X6 96%以上

X3 97%以上

98.0 97.3 97.5

4 5 ±2.5㎝ 8.5 7.0 7.6

4 5 ±1.5% 4.3 3.6 4.0

鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄは打

設日1日につき

2回(午前・午後)
その他のｺﾝｸﾘｰﾄ

は打設1日につ
き1回行う

4 5 21N/㎜
2
以上 28.3 26.5 27.7

午前・午後

2回
4 5 0.3㎏/ｍ

3
以下 0.010 0.008 0.009

1回供試体作成

時各ﾌﾞﾛｯｸ打込
み開始時終了時

　ｺﾝｸﾘｰﾄﾀﾞﾑ等に
　摘要

温度測定(気温、ｺﾝｸﾘｰﾄ)

21
Ｎ
/

㎜
2

コ

ン

ク

リ

ー

ト

工 事 名

圧 縮 強 度

塩 分 濃 度

圧縮強度試験用

供試体採取時及
び打ち込み中に

品質の変化が認

められた時

425μmふるい
通過部分のP.I

ふるい分け試験

下

層

路

盤

路

盤

工

ス ラ ン プ

空 気 量

種
別

工
種

Ｃ Ｂ Ｒ 試 験

盛

土

・

路

床

土

工

修正ＣＢＲ試験

摘 要

測 定 値

規 格 値

測 定 回 数

試験基準試 験 項 目
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コンクリート圧縮強度試験成果一覧表 

(18-8-40) 

空 気 量 スラ ン プ 温 度
試験
月日

X1 X2 X3
移　動
範囲R3

試験
月日

X1 X2 X3
移　動
範囲R3

1 H23.9.3 5.0 8.0 13 9/10 12.5 13.4 13.5 13.1 10/1 20.9 21.3 20.8 21.0

2 H23.9.5 5.5 8.5 14 9/12 13.2 14.5 12.8 13.5 0.4 10/3 19.7 20.3 20.1 20.0 1

3

移動範囲　max＝            min＝            　　＝　　　　　　　＝

摘　要

工 事 名

受 注 者

測 定 者

荷下ろし地点
供試体
採取日

番
号

１ 週 強 度 4 週 強 度

 

5-23



 
 

自

至

上限値
大
き
さ

下限値
間
隔

a b c

9.3 1 23.5 24.0 23.4 23.6 23.6 N/㎜
2
≧ 15.3N/㎜

2 合格

9.5 2 22.2 22.8 22.6 22.5 22.5 N/㎜
2
≧ 15.3N/㎜

2 合格

9.9 3 23.3 23.7 22.6 23.2 23.2 N/㎜
2
≧ 15.3N/㎜

2 合格

計 69.3 23.1 N/㎜
2
≧ 18.0N/㎜

2 合格

9.13 4 23.8 23.5 24.1 23.8 23.8 N/㎜
2
≧ 15.3N/㎜

2 合格

9.16 5 22.6 22.4 22.6 22.5 22.5 N/㎜
2
≧ 15.3N/㎜

2 合格

9.19 6 24.0 24.4 24.1 24.2 24.2 N/㎜
2
≧ 15.3N/㎜

2 合格

計 70.5 23.5 N/㎜
2
≧ 18.0N/㎜

2 合格

9.25 7 23.0 22.4 22.8 22.7 22.7 N/㎜
2
≧ 15.3N/㎜

2 合格

10.1 8 22.4 22.2 22.6 22.4 22.4 N/㎜
2
≧ 15.3N/㎜

2 合格

10.3 9 23.1 23.9 23.5 23.5 23.5 N/㎜
2
≧ 15.3N/㎜

2 合格

計 68.6 22.9 N/㎜
2
≧ 18.0N/㎜

2 合格

23.1

23.5

22.9

70.9

67.6

69.6

71.4

　　　　　　検査方法
　　(1) 　X≧呼び強度×0.85
　　(2) 　X≧呼び強度

18×0.85

設　　計
基準強度

180 18 作 成 者呼び強度

計
採取

月日

試験

番号

測 定 値 1 回 の
試 験 の
平 均 値 X

3 回 の
試 験 の
平 均 値Σ

67.6

72.5

68.2

67.2

70.5

受 注 者

期

間

－

18 測 定 者

現場代理人

コ ン ク リ ー ト 管 理 デ ー タ シ ー ト

　　１週強度の場合は工場実績に置ける推定式による。

－

N/㎜2 日標準量

ｺﾝｸﾘｰﾄ 18-8-40(σ28)

40ｍ3

工 事 名

品質特性

測定単位

規
格
限
界

試

料

1回　3試料

1日 1～2回
（午前・午後）
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